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≪報道発表≫ 
 

 
 
 

株式会社ボーネルンド 

 
““““外外外外でででで遊遊遊遊べないべないべないべない””””子子子子どもたちへどもたちへどもたちへどもたちへ、、、、体体体体をををを動動動動かしてかしてかしてかして遊遊遊遊ぶぶぶぶ機会機会機会機会をををを！！！！ 

福島県郡山市福島県郡山市福島県郡山市福島県郡山市のののの「「「「夏夏夏夏のキッズフェスタのキッズフェスタのキッズフェスタのキッズフェスタ」」」」にににに協力協力協力協力 
～被災地支援活動として、室内あそび場をボーネルンドが企画・提供～ 

 

子どもの健全な成長に寄与することを目的に教育玩具の輸入・開発・販売を行う株式会社ボーネルン

ド（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中西弘子）は、被災地支援活動の一環として、福島県郡

山市、郡山市教育委員会、郡山医師会などで組織される「郡山市震災後こどもの心のケアプロジェク

ト」が 8 月 26 日（金）～28 日（日）に開催する「元気なこおりやま・夏のキッズフェスタ」に協力

します。郡山駅近くの市施設「ハーモニーステーション」の 2 階部分、約 500 ㎡のスペースを利用し、

体を動かして楽しめる室内あそび場を企画・提供します。 

 

ボーネルンドでは、被災地支援としてこれまであそび道具の寄贈や義援金の寄付をおこなってきまし

た。さらに今後、より現地に根ざした被災地支援活動を検討した結果、子どもたちの PTSD（心的外

傷後ストレス障害）を予防するために郡山市や市の教育委員会、医師会で組織された「郡山市震災後

こどもの心のケアプロジェクト」との連携を決定、同プロジェクトが主催する「夏のキッズフェスタ」

での室内あそび場を企画・提供することとなりました。このあそび場づくりには、海外の遊具メーカ

ー13 ヶ国 44 社からの遊具および資金面での協力も得ています。 

郡山市では、原発事故による放射線被爆の不安から、子どもたちが屋外で遊ぶことができない事態に

陥っています。幼稚園等でも窓を締め切り、子どもを外で遊ばせることができない状況が続いていま

す。この状況が子どもの成長に及ぼす影響は深刻で、実際に喧嘩が増えたり、基礎体力が低下するな

どの現象があらわれているといいます。元気な子どもたちにとって、本来、最も楽しみな期間である

夏休みも、外で遊ぶことができず、心身の成長に影響があらわれることが懸念されています。 

こうした状況に対し、「こどもの心のケアプロジェクト」では、子どもたちが家族や友だちと楽しい

思い出を作ることができるよう、「元気なこおりやま・夏のキッズフェスタ」を企画。その目玉とし

て、市施設の約 500 ㎡のスペースを利用して、存分に体を動かして楽しむことのできる室内あそび場

を設置することとなりました。この室内あそび場づくりにボーネルンドが全面協力します。体全体を

使って遊ぶ「サイバーホイール」や「エアトラック」といった大型遊具の設置などハード面はもちろ

ん、子どもたちと同じ目線であそびの楽しさを伝えるプレイリーダーの派遣など、ソフト面でも、ボ

ーネルンドがこれまで親子の室内あそび場「キドキド」で培ってきたノウハウを最大限に活かし、夏

の終わりに楽しい

思い出を残せるよ

うなあそび場作り

に全力で取り組ん

でまいります。 

 

 

2011 年 7 月 26 日（火） 

設置予定の遊具例：（左）サイバーホイール （右）エアトラック 
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■ 所 在 地   福島県郡山市中町 7-16 安積野ビル「ハーモニーステーション」2 階 
■ 施 設 面 積   約 500 ㎡ 
■ 対 象 年 齢   6 ヵ月～12 歳（大人も子どもと一緒に楽しめます） 
■ 実 施 期 間   8 月 26 日（金）～8 月 28 日（日）（10：00～17：00）※28 日は 15：00 まで 
■ 利 用 料 金   無料 
■ 内 容   大型遊具コーナー（サイバーホイール、エアトラック、トランポリン） 
     おままごとコーナー、組み立てあそびコーナー など 
 
※※※※「「「「元気元気元気元気なこおりやま・なこおりやま・なこおりやま・なこおりやま・夏夏夏夏のキッズフェスタのキッズフェスタのキッズフェスタのキッズフェスタ」」」」についてはについてはについてはについては、、、、別紙別紙別紙別紙ごごごご参考資料参考資料参考資料参考資料をごをごをごをご覧覧覧覧くださいくださいくださいください        
 

室内室内室内室内あそびあそびあそびあそび場場場場のイメージのイメージのイメージのイメージ図図図図                                                                   

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【【【【キドキドについてキドキドについてキドキドについてキドキドについて】】】】 
 
 
 
 
 
 
【【【【ボーネルンドについてボーネルンドについてボーネルンドについてボーネルンドについて】】】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内あそび場に関する報道機関の方のお問い合わせ先 

株式会社ボーネルンド 広報室 担当：村上  
T E L：03-5785-0860 / 080-5901-3591 

E-mail：y-murakami@bornelund.co.jp 

「夏のキッズフェスタ」に関する報道機関の方のお問い合わせ先 

郡山市こども部 こども支援課 担当：助川 

T E L ：024-924-2411 

E-mail：Kodomosien＠city.koriyama.fukushima.jp 

ボーネルンドは、“あそびの道具と環境”を提供することを通じて子どもの健全な成長に寄与するため、1981

年に設立。一般家庭へ向け、子どもの成長に必要な生活道具としての“あそび道具”を提案、全国約 84ヵ所

で直営店舗を運営しています。また、同時に幼稚園や保育園、公園などに高品質な大型遊具や教育道具の提

供を含めたあそび環境の開発を行っており、現在までに手掛けた実績は国内約 3万ヵ所まで拡大しています。 

「「「「元気元気元気元気なこおりやま・なこおりやま・なこおりやま・なこおりやま・夏夏夏夏のキッズフェスタのキッズフェスタのキッズフェスタのキッズフェスタ」」」」室内室内室内室内あそびあそびあそびあそび場概要場概要場概要場概要                                       

大型遊具コーナー おままごと、組み立てあそびコーナー 

「キドキド」は、子どもの健全な成長に寄与することを目的に、あそび道具とあそび環境を提供するボーネルンド

が開発した、運動やあそびの経験を通じ子どもたちの“こころ・頭・からだ”のバランスがとれた発育をサポート

する有料の屋内遊戯施設です。全身を使う運動遊具や想像力を伸ばす教育玩具、0歳児でも安全に遊べるコーナ

ーなど、子どもたちが発達段階に応じて親子で世界のあそびを体験できるよう構成しています。現在、全国に 11

箇所。年間 120万人の親子にご来場いただいており、子育てに必須な施設として支持されています。 
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≪ご参考資料≫ 
 

『元気なこおりやま・夏のキッズフェスタ』 

― こどもたちを おもいやる りそうてきな やさしい まちをめざしてー 

 

１ 日 時   平成 23 年 8 月 26 日(金)～8 月 28 日(日) 

   午前 10 時 ～ 午後 5 時 

   （28 日は午前 10 時～午後 3 時） 

２ 会 場   ハーモニーステーション郡山 1F・2F 

３ 主 催   郡山市震災後子どもの心のケアプロジェクト 

４ 協力団体  ゆうらくくらぶ、読み聞かせグループ、NPO 子ども遊ばせ隊、ミステリオ、

オイスカ、ボーネルンド社 

５ 背 景   「東日本大震災」の発生から 4 か月目になろうとしている中で、子どもたちの

ストレスや不安解消のために屋内での活動を通して健康保持に取り組み、こど

も達が楽しめる時間と空間を提供し、家族や友達と過ごす楽しい思い出づくり

に繋げる。 

６ 目 的   こども達に、明るい笑顔を呼び戻すためにイベント及び相談会を開催する。 

７ 対 象   市内の小学生以下の児童等 

８ 内 容   <イベント> 

       １F（１）手づくり工作（ゆうらくくらぶ） 

         （２）つみき（オイスカ） 

         （３）絵本の読み聞かせ、手遊び（読み聞かせグループ） 

         （４）昔あそび（NPO 子ども遊ばせ隊） 

         （５）体を使った遊び、音楽、踊り（ミステリオ） 

（６）こども器楽演奏等 

（はなさと保育園、尚志緑ケ丘幼稚園、郡山市西田保育所） 

 

       ２Ｆ 広さ 500 ㎡! 親子で遊べる室内あそび場（ボーネルンドの「キドキド」） 

 

        <相談会> 

（１） 小児科医、精神科医、臨床心理士らによる健康相談 

（２） プロに学ぶ子育てアドバイス 

（３） その他 
 


